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課題解決の在り方を問うことのできる力を高める 

歴史総合の授業づくり 

－概念的理解を形成し、活用する取組を通して－ 

 

長沢 学１      

 令和４年度から新設された「歴史総合」の授業では、生徒の課題解決の在り方を問うことのできる力の育

成を目指しており、そのためには課題解決にいかすことのできる概念等に関わる知識を獲得し、活用するこ

とが求められている。そこで、生徒の課題解決の在り方を問うことのできる力を高めるために、本研究では

エリクソンが提唱する概念的理解を形成する取組を手立てとした授業を実践し、その有効性を検証した。 

 
はじめに 

 

「高等学校学習指導要領(平成30年告示)」(以下、「新

学習指導要領」という)により令和４年度から「歴史総

合」が新設された。この歴史総合の授業では課題解決

の取組を重視している。『高等学校学習指導要領(平成

30年告示)解説 地理歴史編』では、歴史総合で養う思

考力、判断力について、「生徒が歴史の学習の中から

獲得した概念などを活用して(中略)歴史に見られる課

題を把握し，その解決を視野に入れて自分の意見や考

えをまとめ，課題解決の在り方を問うことのできる力」

(文部科学省 2019)と説明している。 

従来の歴史科目では、授業で学んだことを活用でき

ていないという問題があった。高校３年生を対象に行

われた国立教育政策研究所の「平成27年度高等学校学

習指導要領実施状況調査」では、「授業で学んだこと

を基にして、自分たちがするべきことを考えることが

ありますか」の質問において、肯定的な回答の割合が、

「世界史Ｂ」で34.2％、「日本史Ｂ」で34.8％であっ

た。生徒が自分のするべきことを考え、課題を解決で

きるようになる学びを、あまり実現できていなかった。 

そのような中で、課題解決に活用できる知識として

注目されたのが、概念である。中央教育審議会「幼稚

園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学

習指導要領等の改善及び必要な方策等について(答申)」

の、社会科、地理歴史科、公民科における『深い学び』

の視点の項目では、「主として用語・語句などを含め

た個別の事実等に関する知識のみならず、主として社

会的事象等の特色や意味、理論などを含めた社会の中

で汎用的に使うことのできる概念等に関わる知識を獲

得する」(中央教育審議会 2016)ことが求められた。

概念等に関わる知識は汎用的に使用できるため、課題

解決に活用するために必要不可欠と考える。 

 つまり、歴史総合の授業では、概念等に関わる知識

を獲得、活用して、課題解決の在り方を問うことので

きる力を育成していくことが求められている。 

 しかし、概念を獲得、活用することは容易ではない。

𠮷水は「教科書に即して授業を進めていくと、個別の

説明的知識の獲得レベルで終わってしまう授業を、概

念の獲得まで高め、さらに、その概念を活用して、自

分の意見を言ったり、他人の主張を聞いたりしながら、

協働的な課題解決を行う場面を設定しなければならな

い」(𠮷水 2017)と言う。このことから、事実等に関

する個別の説明的知識から概念を獲得することと、概

念を他者との対話や課題解決に活用できるようにする

ことのそれぞれに、手立てが必要だと考えられる。 

また、原田が「思考力・判断力・表現力を育てよう

とすれば，課題解決的な活動などのアクティブ・ラー

ニングが不可欠であり，これまで以上に時間がかかる

ことが予想される」(原田 2019)と指摘するように、

課題解決の在り方を問うことのできる力の育成と、概

念等に関わる知識の獲得を両立するには、限られた授

業時間の中では工夫が必要である。所属校でも、知識

の獲得と知識を活用する活動との時間配分や、学んだ

知識を課題解決にいかすことの指導に苦労してきた。 

 以上のように、歴史総合では概念等に関わる知識を

獲得、活用し、課題解決の在り方を問うことのできる

力を育成するための方策が求められていることから、

本研究の目的を次のように定めた。 

 

研究の目的 

 

 歴史総合において、生徒が概念等に関わる知識を獲

得、活用して、課題解決の在り方を問うことのできる

力を高めることを目指した授業を実践し、その有効性

を検証する。 

 

研究の内容 

 

１ 研究の構想 １ 県立港北高等学校 教諭 
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(1) 「課題解決の在り方を問うこと」とは 

青柳は、課題解決力を向上させるための視点の一つ

として、「解決できる見通し力」を挙げ、この力が身

に付けば、解決法を予想したり、調査したりすること

ができると述べる(青柳 2017)。この考えを参考にし

て、「課題解決の在り方を問うこと」を、「課題の解

決法を予想し、意見として表現すること」とした。 

(2) 概念等に関わる知識の獲得：思考ツール 

課題解決の在り方を問うことのできる力を育成する

ためには、思考・判断の基となる知識が要る。それは

前述のとおり、個別の事実等に関する知識だけでなく、

社会の中で汎用的に使うことのできる概念等に関わる

知識である。田村は、「対象に固有な事実的な知識を

つなげて、概念的で構造的な知識へと高めていく」(田

村 2018 p.41)ため、概念等に関わる知識の獲得に思

考ツールが有効である(田村 2018 p.73)と述べる。 

 歴史総合では資料読解が重視され、生徒が思考する

際、資料から得た情報を活用することが求められる。

そこで、資料からの情報を含め授業で得た知識を、生

徒自身が関連付けて構造化しやすくするために思考

ツールを採用した。思考ツールには、複数の知識を一

つにまとめる「クラゲチャート」を参考にした(図１)。 

 

図１ クラゲチャート(田村 2018 p.76) 

(3) 概念等に関わる知識の獲得、活用：概念的理解 

 エリクソンは、知識の構造は、「事実」、「概念」、

「概念的理解」が関連して成立することを述べている

(図２)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 知識の構造図(エリクソン他 2020 p.39参考)  

「概念」は、「事実」の枠組みから引き出され、時

を超越し、普遍的かつ抽象的であるという性質を持っ

ている(例「国家」「外交」「戦争」)。エリクソンは、

複数の「概念」の関係を明文化する「概念的理解」へ

生徒を導くことを主張している(エリクソン他 2020 

pp.41-42)。「確固とした概念的構造を脳にもつ子ども

たちは，膨大な量の入力情報をより適切に処理するこ

と，そして理解を転移する（応用する）ことができる」 

(エリクソン他 2020 p.57)という考えにより、概念

的理解を形成することで、課題解決に概念等に関わる

知識を活用することができると思われる。 

(4) 概念的理解を形成する思考ツール 

(2)(3)より、エリクソンが唱える概念的理解を形成

する思考ツールを作成した(図３)。 

 

図３ 概念的理解を形成する思考ツール 

本研究では、この思考ツールに沿って「①資料の読

み取り」「②講義のまとめ」「③概念的理解の形成

(問いへの回答)」「④意見共有」を一連の流れで以下

のように実施することにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この思考ツールを授業のワークシートに組み込み、

概念的理解を形成する手立てとすることにした。 

 

２ 研究仮説 

以上を踏まえ、次のように研究仮説を立てた。 

 

 

 

 

 

３ 検証方法 

 検証授業を行い次の方法で生徒の変容を見取った。 

   

歴史総合の授業において、概念的理解を形成し、

活用する取組によって、生徒の課題解決の在り方

を問うことのできる力を高められるであろう。 

概念的理解を形成するための思考ツールの使い方 

①資料の読み取り：資料読解で得た知識や考えを生徒

自身がまとめる。 

②講義のまとめ：教員が行った講義の内容について生

徒自身がまとめる。 

③概念的理解の形成(問いへの回答)：①と②でまとめた

内容を基に、問いに答える形で、概念的理解となる

説明文を生徒自身が記述する。 

④意見共有：③で形成した概念的理解を班でクラスメ

イトと共有し生徒自身になかった考えを記述する。 

例「国家間で対立したとき、

国家は外交、政治的・経済的

制裁、もしくは戦争によって

それを解消しようとする。」 

概念 

概念的

理解 

概念 

事

実 

例「国家」「外交」「戦争」 

例「サライェヴォ事件」 

「第一次世界大戦が勃発」 

事

実 

事

実 
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(1) 事前・事後アンケート 

検証授業の事前、事後に生徒対象のアンケートを行

い、選択式の項目における回答の割合の変化及び記述

式回答の内容を分析した。 

(2) ワークシートの記述 

検証授業期間中に使用した５枚のワークシートにお

ける、概念的理解についての記述等を分析した。 

 

４ 検証授業 

(1) 検証授業の概要 

【期 間】令和４年10月11日(火)～11月10日(木) 

【対 象】港北高等学校 第１学年３クラス(120名) 

【科 目】歴史総合 

【単元名】大衆と戦争 

【時 数】７時間 

【授業者】長沢 学(筆者) 

なお、別クラスの歴史総合担当教員も、検証授業と

同じ教材を用いて授業を実施した。 

(2) 単元計画 

 歴史総合は、近現代以降の歴史を「近代化」、「国

際秩序の変化や大衆化」、「グローバル化」と大きく

三つに設定している。本検証授業では、「国際秩序の

変化や大衆化」の導入から始め、７時間の授業で一旦

のまとめと課題解決の取組を行うことにした(表１)。 

表１ 検証授業の単元計画 

時 学習内容 概念的理解を形成する問い 

１ 大衆社会の時代 

(導入) 

「大衆」とはどのような 

存在だろう？ 

２ 第一次世界大戦の 

展開 

戦争が大規模化・長期化する 

原因は何だろう？ 

３ 

・ 

４ 

国際協調体制と 

アメリカ合衆国の

繁栄 

第一次世界大戦後の世界は、 

大戦前と比べてどのように 

変わったのだろう？ 

５ ソヴィエト連邦の 

成立と社会主義 

世界初の社会主義国家ソ連の 

誕生は、世界にどのように 

受け止められたのだろう？ 

６ 

・ 

７ 

大衆と戦争 

(まとめ) 

「大衆」とはどのような 

存在だろう？ 

課題解決テーマ 

 

概念的理解を活用する問い 

平和のために、「大衆」に 

できることは何だろう？ 

(3) 各時間の授業内容 

各時間の授業は、前述した「①資料の読み取り」

「②講義のまとめ」「③概念的理解の形成(問いへの

回答)」「④意見共有」の流れで行った。 

ア 第１時 

第１時は、「新学習指導要領」の「Ｃ(1)国際秩序の

変化や大衆化への問い」として、本単元で学ぶべきだ

と筆者が定めた「大衆」という概念について考えた。

オルテガ著『大衆の反逆』やコカ・コーラ社の広告等

の資料を読み、「『大衆』とはどのような存在だろう？」

の問いに対して概念的理解の形成を図った(図４)。 

 
図４ 第１時のワークシート 

イ 第２時～第５時 

第２時から第５時までの４時間で、「新学習指導要

領」の「Ｃ(2)第一次世界大戦と大衆社会」に当たる内

容を学習した。各時間の最後に、生徒は(表１)で示し

た概念的理解を形成する問いに回答した。 

ウ 第６・７時 

第６・７時の２時間で、「新学習指導要領」の「Ｃ

(4)国際秩序の変化や大衆化と現代的な諸課題」に当た

る内容を学習した。まず、第二次世界大戦期の資料を

用いて大衆化の進展を学び、第５時までの内容を振り

返りまとめた。次に、「『大衆』とはどのような存在

だろう？」の問いを用いて概念的理解の形成を図った。

さらに、課題解決テーマ「平和のために、『大衆』に

できることは何だろう？」に対し、生徒は概念的理解

を活用し、自分の意見とその意見に至った理由をワー

クシートに記述した。その後デジタルホワイトボード

を用いて班内で一つの意見にまとめた(図５)。 

 
図５ 第６・７時で作ったデジタルホワイトボード 

 

５ 検証結果と考察 

(1) 検証の視点 

「ア 概念的理解が形成できたか」、「イ 概念的

理解が課題解決にいかされたか」、「ウ 課題の解決

法を予想し、意見として表現できたか」を中心に検証

する。ア、イ、ウの検証で成果が見られれば、概念的

理解を形成する取組により、生徒の課題解決の在り方

を問うことのできる力を高められたと言えよう。 

①資料の読み取り 

②講義 

③概念的理解の形成 

(問いへの回答) 

④意見共有 
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(2) 結果と考察 

ア 概念的理解が形成できたか 

授業の導入とまとめで出題した、「『大衆』とはど

のような存在だろう？」という概念的理解の問いに対

する、生徒のワークシートの記述を評価し、分析した。 

エリクソンは、概念的理解の文には精巧さのレベル

があり、レベルを引き上げるためには、「どのように？」

「なぜ？」「それで？」という質問を投げかけると良

いと述べる(エリクソン他 2020 p.91)。そこで、精

巧な概念的理解の文には主張の根拠が含まれる必要が

あるため、(表２)の基準を作成し、生徒の回答を評価

した結果が(図６)である。 

表２ 問い「『大衆』とはどのような存在だろう？」

の回答についての評価基準 

評価 Ｃ Ｂ Ａ Ｓ 

評価

基準 

大衆の性質

について、

説明する文

を書けてい

ない。 

大衆の性質

について、

説明する文

を書けてい

る。 

大衆の性質につい

て、主張の根拠を

含め、説明する文

を書けている。 

大衆の性質につい

て、主張の根拠を

含め、複数の観点

から説明する文を

書けている。 

 
図６ 問い「『大衆』とはどのような存在だろう？」

の回答についての評価結果 

ワークシート提出者は、全員問いの答えとなる文を

書くことができたため、Ｂ以上の評価となった。以下

は、記述に変容が見られた生徒の例である(表３)。 

表３ 問い「『大衆』とはどのような存在だろう？」 

   についての生徒の例とその評価 

   (※以下全ての表中において、下線は筆者) 

 導入 まとめ 

生

徒

Ａ 

大衆とは全体として

意識が共通な人々(評

価Ｂ) 

大衆とは、戦争などによって同じ不満や

意見を持ったから次第に団結していき、

支配されていた存在(国のトップの人の指

示に従うだけ)から支配する存在(しっか

りとした意志を持っている)へと変わって

いった。(評価Ａ) 

生

徒 

Ｂ 

「大衆」とは一人ひ

とりの違いを全て認

めない、ということ

ではなく、国のため

に、人々に同じ思想

を持たせ、戦争など

で働かせる、労働力

にさせる。(評価Ｂ) 

大衆とは、団結し行動を起こせば、政府

や王朝よりも強い、国を動かせる存在。

理由はロシア革命で、ロマノフ王朝の皇

帝に対し不満が挙がっていたが、兵士た

ちと団結し退位に持ち込んだり、それを

機に各国で国民が大勢いるポスターを

作ったり、政治に参加したりし、国を変

えることができたから。(評価Ｓ) 

 生徒Ａは大衆について、導入では「全体として意識

が共通な人々」と、根拠を示さずに述べたが、まとめ

では「戦争などによって同じ不満や意見を持ったから

次第に団結していき」という理由を示し、大衆の性質

の変遷を述べた。生徒Ｂはまとめにおいて、大衆は団

結すれば強い権力を持つことを、第５時で学んだロシ

ア革命など複数の事例を基に述べることができた。こ

れらのことより、概念的理解を形成し、一定程度主張

の根拠を含めた説明をすることができたと考えられる。 

イ 概念的理解が課題解決にいかされたか 

まず、単元のまとめで取り組んだ課題解決テーマ「平

和のために、『大衆』にできることは何だろう？」に

対する生徒のワークシートの記述を分析した。 

 課題解決テーマにおける「意見」と「理由」の記述

に、概念的理解の問い「『大衆』とはどのような存在

だろう？」の回答の要素が含まれていれば、概念的理

解が課題解決にいかされたとした。分析した結果、概

念的理解を課題解決にいかしたのは108人中78人であ

り、これは全体の72.2％に当たる。以下は、概念的理

解を課題解決にいかした生徒の記述である (表４)。 

表４ 概念的理解を「平和のために『大衆』にできる 

ことは何だろう？」の回答にいかした生徒の例 

生

徒

Ｃ 

【意見】 

大衆一人ひとりが、自分

の考えを持ち、政府が

行ったことに対してダメ

だと思ったら、批判する

など意見を発信する。 

【理由】 

これまでの革命などでも大衆がデモや

ストライキなどをすることで変わっ

た。過度になるのは良くないと思う

が、それなりに大衆の意見としてデモ

などで訴えることが大切だと思った。 

【概念的理解の記述】 

政府が行ったことに対して主観的にどう思うかなどを行動で示す

人々。政府や国は大衆に大きな影響を受けて国がなっている。大衆

がいないと国はなっていかないし、うまくいかないと革命によって

ひっくり返されてしまう。大切な存在。 

生

徒

Ｄ 

【意見】 

周りに流されたり、合わ

せたりするのではなく、

しっかりと自分の意見を

持つようにすること。 

【理由】 

同じ意見の人たちが一緒になって運動

を起こすことは悪いこととは言えない

が、大衆の中でも流されてしまってい

る人はいると思うから、しっかり自分

の意見は大切にした方がいいと思っ

た。その行動が正しいのか分からなく

なってしまうから。 

【概念的理解の記述】 

一つの意見に賛同する人たちの集まり。今まで、何事にも無関心だ

と思われていたが、一つの意見にたくさんの人が賛同することで、

大きなかたまりとなり運動を起こす人々。 

 課題解決の「意見」には大きく２パターンあった。

生徒Ｃのように、「大衆」の性質における良い側面を

強みにした行動をしていく考え方のものと、生徒Ｄの

ように、「大衆」の性質における悪い側面を把握した
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上で、それを補う行動をしていく考え方のものである。

概念的理解がいかされた生徒の意見は、その主張と理

由に一貫性があり具体的なものとなった。 

 次に、アンケート調査の結果を分析する。アンケー

トの「授業で得た知識を、授業での問いに答える際に

使うことができましたか」については、事前から事後

にかけて、肯定的な回答をした生徒の割合は26.3ポイ

ント増加した(図７)。 

 

図７ 歴史総合の授業で得た知識を、授業での問い  

に答える際に使うことができましたか 

以下のように、事後アンケートの感想には、知識を

学んで終わるのではなく、知識を活用することができ

たと実感した生徒の記述が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 課題の解決法を予想し、意見として表現できたか 

 課題解決テーマ「平和のために、『大衆』にできるこ

とは何だろう？」に対する「意見」「理由」は、ワーク

シート提出者108人全員が書けていた。さらに(表４)

のように、概念的理解を課題解決にいかした78人の生

徒は、「大衆」の性質を根拠にすることで、より具体的

な課題の解決法を表現できた。 

また、アンケート調査「授業で学んだことを基にし

て、自分たちが現代の社会のためにするべきことを考

えることがありますか」については、肯定的な回答を

した生徒の割合は9.9ポイント増加した(図８)。 

 

図８ 歴史総合の授業で学んだことを基にして、 

  自分たちが現代の社会のためにするべき 

ことを考えることがありますか 

 生徒の感想からも、歴史の資料や出来事を基に、社

会に通ずる考え方を得られたことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの結果より、概念的理解は課題解決の在り方

を問うことのできる力を高めたと考えられる。 

エ その他の効果 

(ｱ) 概念的理解が学習内容の理解に役立ったか 

学習内容を理解できたと肯定的に回答した生徒の割

合は、授業後には19.8ポイント増加した(図９)。 

 

図９ これまでの歴史の学習内容について、 

どの程度理解できましたか 

 「学習内容の理解を深めるために特に役立ったと思

うものは何ですか(自由記述)」の質問に対して、概念

的理解の形成についての回答をした生徒が91人中30人

で、概念的理解を形成した後に班で意見交換をしたこ

とについて回答をした生徒が91人中27人いた。 

(ｲ) 歴史の学習に対する関心の高まり 

歴史の学習意欲についてのアンケートの結果は、肯

定的回答が4.4ポイントの微増であり、大きな向上は見

られなかった(図10)。 

 
図10 歴史の授業は好きですか 

ただし、事前で85.8％の生徒が肯定的な回答をして

おり、そもそも数値が増加する余地は少なかったと言

える。そこで、アンケートの自由記述の事前と事後の

感想を比べると次のような変容が見られた(表５)。 

表５ 授業に対する生徒の感想 

生

徒 

Ｅ 

前 とても楽しいです！先生の話を聞いてるのが特に好きです！ 

後 今までとは違い、自分で考えて意見を発信することが主体と

なっていて授業内で社会の知識が身に付いていっているなと

感じました。授業に関心が高まれば学習意欲が上がるのだな

と改めて理解しました。楽しかったです。 
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事後アンケート：授業の感想１ 

・以前は歴史を学ぶだけで終わっていたが、今は自分の力で考えること

ができたり、他者の意見を知ることができたりして、より歴史の内容

を理解し、楽しんで学ぶことができた。 

・プリントの最後にやるまとめが復習にもなって知識が定着して、次や

る時に繋がって楽しかった。 

事後アンケート：授業の感想２ 

・テーマに沿って、自分の意見を史料から考え、班員と意見交換をして

いくことができたので良かった。 

・歴史の出来事をただ歴史として見るのではなく、なぜそうなったのか

とかどういう動きがあったのかを踏まえて見ることでこれからの社会

を形成する教訓や考え方を学ぶのがすごいと思った。 
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生

徒

Ｆ 

前 今のままでも十分に追いつけているのでこのままの授業で全

然いいです。 

後 歴史の概念も考えて勉強するのは難しかったが、授業が進ん

でいくうちに理解できるようになったので良かったです。 

生

徒

Ｇ 

前 ただ教科書に書いてあるのをまとめてるだけな気がしていま

す。大学の受験のためには必要なので分かっていますが、自

分ならどうしたかなど考える時間があったりしたらもっと楽

しいなと思っています。 

後 とても楽しかったです。覚える歴史は嫌いで、考えて友達と

共有するような歴史の授業が小学校ぶりなので、歴史が好き

になりました。 

生徒Ｅは関心の高まりが学習意欲を上げることを客

観的に把握し、生徒Ｆと生徒Ｇは考える歴史の授業に

意欲を見せた。91人中85人が肯定的な内容を感想に書

いており、授業に対する意欲の高まりが見られた。 

 

研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

 検証の視点について、ワークシートやアンケートの

結果から効果があることが確認された。よって、概念

的理解を形成し活用することで、生徒の課題解決の在

り方を問うことのできる力を高められたと考えられる。 

 

２ 研究の課題と今後の展望 

(1) 歴史に苦手意識を持つ生徒への手立て 

歴史が苦手な生徒の一部には、事後にも大きな変容

が見られない者がいた。学んだことを活用する取組で

あるため、歴史が苦手な生徒には難易度が高かったよ

うである。問いを表現する工夫や、関心・意欲を高め

る方策を段階的に取ることが必要だと考える。 

(2) 概念的理解の質の向上 

所属校教員からは、概念的な部分にどの程度触れら

れたのかという意見があった。確かに、多様な観点を

含む概念的理解を形成することについては、まだ向上

の余地がある。概念的理解の質を向上させるには、よ

り概念を捉えやすくする問いと教材、そして多様な観

点からの思考へと導く指導・評価が必要だと考える。 

(3) 継続的な実施ができるか 

他にも、概念的理解を形成する活動を毎時間実施す

ることは時間的に難しいのではないかという意見が

あった。確かに、教科書の全ての内容について、本研

究のような取組を実施することは難しいだろう。しか

し歴史総合の趣旨を踏まえ、少なくとも単元の最後や、

難しい概念を扱う際には、本研究のような取組を実施

すべきと考える。また、生徒の感想にもあったとおり、

繰り返し実践するほど生徒の理解度が上がると考える。

歴史総合の授業をどのように実践していくかについて

の議論は、今後も必要であることを改めて実感した。 

おわりに 

 

 本研究では、歴史総合の授業において、生徒の課題

解決の在り方を問うことのできる力を高めることを目

標とし、そのための手立てとして概念的理解を形成し、

活用する取組を行った。まだ改良の余地もあるが、生

徒が学習内容を課題解決に活用することができた。何

より、生徒が「授業を聞く」楽しみだけでなく、「自

分で考え、意見を共有する」楽しみを感じられたこと

が、「新学習指導要領」に準じた授業づくりとしての

成果であると感じた。新しい時代に適した授業はどの

ようなものか、今後も考え、実践していきたい。 

最後に、所属校の生徒・教職員をはじめ、本研究に

御協力いただいた皆様に心から感謝申し上げる。 

 

[指導担当者] 

髙木 正樹２ 鈴木 健司２ 青木 正行３ 
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